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今
年
も
暑
い
夏
に
な
り
ま
し
た
。

県
下
諸
大
徳
に
お
か
れ
ま
し
て
は
大
禍

な
く
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し

ま
す
。

　
前
期
に
続
き
神
奈
川
県
仏
教
会
の
会

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
佐
藤
功
岳
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
米
国
で
ト
ラ
ン
プ
氏

が
大
統
領
に
就
任
し
、
世
界
各
国
へ
関

税
を
課
し
大
混
乱
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
国
内
で
は
自
民
党
が
衆
議
院
に
続
き

参
議
院
で
も
少
数
与
党
と
な
り
、
ま
た

混
迷
の
始
ま
り
か
と
懸
念
い
た
し
ま

す
。

　
本
会
は
副
会
長
の
菅
原
師
が
留
任

し
、
井
沢
師
・
河
本
師
・
高
作
師
が
任

期
満
了
で
退
任
さ
れ
、
小
田
原
の
阿
川

文
叡
師
（
浄
土
宗
）
横
浜
の
山
本
昭
弘

師
（
高
野
山
真
言
宗
）
寒
川
の
鈴
木
嘉

昭
師
（
日
蓮
宗
）
が
新
た
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
長
年
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
を
重
視
し
て
監
事
職
を
お
勤
め
い
た

だ
い
た
友
繁
照
純
師
が
ご
退
任
と
な
ら

れ
、
川
崎
の
宮
山
光
男
師
に
ご
就
任
頂

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
本
会
発
展
に

ご
尽
力
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

　
昨
年
事
業
を
お
休
み
致
し
ま
し
た

「
一
日
史
跡
行
脚
」
は
静
岡
の
日
蓮
宗

本
山
「
実
相
寺
」
様
に
参
拝
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
、
日
蓮
聖

人
が
立
正
安
国
論
の
草
案
を
し
た
た
め

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
一
切
経
を
奉
安
し
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
振
る
っ
て
の
ご
参

加
を
お
待
ち
致
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
十
一
月
十
二
日
に
は
川
崎

大
師
様
の
会
場
を
お
借
り
し
て
釈
尊
成

道
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

　
今
年
は
「
法
話
グ
ラ
ン
プ
リ
」
と
銘

打
っ
て
各
宗
の
法
話
を
各
十
分
程
度
御

披
瀝
願
い
、
弁
舌
を
競
っ
て
頂
き
た
く

企
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
日
は
、
常
務
理
事
会
も
ご
ざ
い
ま

す
が
、
各
理
事
に
お
か
れ
ま
し
て
も
是

非
ご
出
席
頂
き
仏
法
興
隆
に
お
力
添
え

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
加
え
て
本
年
十
一
月
二
十
五
日
に
は

神
奈
川
県
仏
教
青
年
会
の
創
立
五
十
周

年
記
念
式
典
が
、
み
な
と
み
ら
い
の
横

浜
ベ
イ
ホ
テ
ル
東
急
で
開
催
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
す
。

　
小
生
も
所
属
致
し
て
お
り
ま
す
が
、

早
く
も
五
十
周
年
と
な
り
感
慨
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
盛
会
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
神
奈
川
県
寺
院
教
会
相
互
援

助
組
合
は
解
散
す
る
こ
と
に
総
会
で
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
解
散
処
理
に
は
か
な

り
な
労
力
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
丁
寧
に

進
め
て
参
り
ま
す
。
　

　
今
期
も
神
奈
川
県
仏
教
会
の
更
な
る

発
展
の
た
め
、
全
力
を
傾
注
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
諸
大
徳
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

合
掌
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令
和
七
年
六
月
二
十
七
日
、
西
有
寺

に
て
神
奈
川
県
仏
教
会
総
会
が
行
わ

れ
、
そ
の
終
了
後
に
寺
院
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
全
国
の
寺
院
を
支
援

す
る
「（
一
社
）
お
寺
の
未
来
」
代
表

の
井
出
悦
郎
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
こ

れ
か
ら
の
葬
儀
の
か
た
ち
・
数
値
で
見

る
葬
儀
の
実
態
」
と
題
し
宗
教
法
人
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
氏
は
最
新

の
調
査
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
現
代
社
会

に
お
け
る
葬
儀
や
寺
院
を
取
り
巻
く
状

況
を
分
析
し
、
今
後
の
寺
院
運
営
に
お

け
る
課
題
と
展
望
を
提
示
し
ま
し
た
。

　
井
出
氏
が
提
示
し
た
全
国
一
万
人
規

模
の
追
跡
調
査
デ
ー
タ
か
ら
は
、
葬
儀

に
対
す
る
人
々
の
意
識
が
明
ら
か
に
変

化
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
葬
儀
の
小
規

模
化
が
進
み
、
葬
儀
そ
の
も
の
の
必
要

性
は
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
中
で
宗
教
性
を
重
視
す
る
割
合
は

約
三
分
の
一
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
日
本
の
葬
儀
の
大
部
分
が
仏
式

で
行
わ
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
社
会
慣

習
と
し
て
の
側
面
が
強
く
影
響
し
て
い

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　
故
人
の
意
向
と
費
用
が
葬
儀
で
重
視

さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
る
中
、
従
来
の
伝

統
的
な
形
式
や
慣
習
の
優
先
順
位
は
低

下
し
て
お
り
、
特
に
女
性
層
に
お
い
て

は
、
仏
式
を
希
望
し
つ
つ
も
具
体
的
な

形
を
決
め
き
れ
な
い
と
い
う
傾
向
が
見

ら
れ
、
寺
院
側
に
は
よ
り
柔
軟
な
対
応

と
提
案
が
求
め
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、「
あ
の
世
を
信
じ
る
か
」
と

い
う
意
識
調
査
の
結
果
も
注
目
に
値
し

ま
す
。
か
つ
て
は
若
年
層
ほ
ど
「
あ
の

世
を
信
じ
な
い
」
傾
向
に
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
の
調
査
で
は
年
配
層
ほ
ど
そ

の
意
識
が
低
い
と
い
う
逆
転
現
象
が
観

測
さ
れ
ま
し
た
。
井
出
氏
は
、
高
度
経

済
成
長
期
を
経
て
物
質
的
豊
か
さ
を
経

験
し
た
世
代
と
、
そ
の
後
の
社
会
を
生

き
る
世
代
と
の
間
で
、
価
値
観
に
差
異

が
生
じ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
。
寺
院

に
は
、
特
定
の
世
代
に
焦
点
を
絞
り
す

ぎ
ず
、
若
い
世
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
見
解
を
示

し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
国
に
よ
る
在
宅
医
療
推
進

な
ど
の
政
策
動
向
が
、
人
々
の
「
看
取

り
の
場
」
を
病
院
か
ら
地
域
へ
と
回
帰

さ
せ
て
い
る
現
状
に
言
及
。
こ
れ
に
よ

り
、
寺
院
は
地
域
に
お
け
る
終
活
支
援

の
役
割
を
担
う
機
会
が
増
加
す
る
と

し
、
そ
の
一
例
と
し
て
「
お
寺
葬
」
へ

の
取
り
組
み
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
お

寺
葬
は
、
少
人
数
化
す
る
現
代
の
葬
儀

形
態
に
適
応
し
や
す
く
、
住
職
に
よ
る

一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
で
あ
る
点

が
利
点
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
の
終
盤
で
は
、
生
前
の
準
備
と

家
族
間
で
の
対
話
の
重
要
性
が
強
調
さ

れ
、
井
出
氏
は
お
盆
な
ど
家
族
が
集
ま

る
機
会
を
捉
え
、
寺
院
が
積
極
的
に
檀

信
徒
に
対
し
て
葬
儀
や
戒
名
に
関
す
る

話
し
合
い
を
促
す
よ
う
提
言
。
家
族
間

で
意
識
の
共
有
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
、
故
人
の
意
図
に
沿
わ
な
い
葬
儀

に
繋
が
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
の
懸
念
を

示
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
寺
院
運
営
に
向
け
て
、
井
出

氏
は
以
下
の
点
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
情
報
伝
達
経
路
の
多
角
化
（
メ
ル
マ

ガ
やLIN

E

等
）、
専
門
用
語
に
頼
ら

な
い
生
活
者
視
点
で
の
仏
教
の
教
え
の

伝
達
、
各
寺
院
の
独
自
性
の
明
確
化
、

現
代
に
即
し
た
お
参
り
習
慣
の
再
構
築
、

個
別
対
応
力
の
強
化
、
そ
し
て
小
規
模

な
試
行
錯
誤
（
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
）

の
繰
り
返
し
に
よ
る
柔
軟
な
対
応
。
特

に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
は
代
替
で
き
な

い
「
関
係
性
の
価
値
」
の
構
築
に
注
力

す
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
を
示
し
、
寺

院
が
日
本
社
会
に
お
い
て
果
た
し
て
き

た
役
割
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
る
と

と
も
に
、
未
来
に
向
け
て
の
積
極
的
な

取
り
組
み
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
■
神
奈
川
県
仏
教
会
宗
教
法
人
講
習
会
■

　
「
こ
れ
か
ら
の
葬
儀
の
か
た
ち
・
数
値
で
見
る
葬
儀
の
実
態
」
開
催

井
出
悦
郎
氏
が
葬
儀
の
現
状
と
「
あ
の
世
観
」
の
変
化
を
分
析
、
未
来
へ
の
提
言

井出 悦郎氏

YouTube

に
て
講
演
を

視
聴
い
た
だ
け
ま
す
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自　令和７年 4 月 1 日　至　令和 8 年 3 月 31 日

【収入の部】　　　　　　　　　　　         （単位：円）
勘定科目 ･項目 令和６年度予算 令和７年度予算 備　考

1. 会 費 収 入 5,202,000 5,294,000
一 般 会 費 2,758,000 2,758,000 41仏教会1,386ヶ寺

一般会費（過年度未納分） 1,014,000 1,106,000
西区3年分162,000/南港南1年分88,000
衣笠2年分48,000/北郷2年分64,000
鎌倉1年分214,000/小田原川東1年分
110,000/海老名7年分420,000

特 別 会 費 1,430,000 1,430,000 57ヶ寺

2. 事 業 収 入 130,000 510,000
成 道 会 収 入 100,000 150,000 参加費

（1,000円×人数）+賀儀

史 跡 行 脚 収 入 0 300,000
講 習 会 30,000 60,000 参加費

3. 資 産 収 入 0 0
預 金 利 息 0 0 当座預金につき利息なし

4. 寄 　 付 　 金 1,000 1,000
寄 付 金 1,000 1,000

5. 雑 　 収 　 入 800,000 800,000
雑 収 入 800,000 800,000 総会・理事会賀儀 / 賀詞交換会繰出金

寺院援助組合繰戻金（50万）

①当期収入合計 6,133,000 6,605,000

自　令和 6 年 4 月 1 日　至　令和 7 年 3 月 31 日

【収入の部】　　　　　　　　　　　         （単位：円）
勘定科目 ･項目 令和６年度予算 令和６年度決算 備　考

1. 会 費 収 入 5,202,000 3,410,000
一 般 会 費 2,758,000 2,230,000 35仏教会（総数41）

一般会費（過年度未納分） 1,014,000 0 0仏教会（総数4）

特 別 会 費 1,430,000 1,180,000 45ケ寺（総数57）

2. 事 業 収 入 130,000 206,000
成 道 会 収 入 100,000 146,000 参加費

（1,000円×36人）+賀儀

史 跡 行 脚 収 入 0 0 R6年度開催無し

講 習 会 収 入 30,000 60,000 参加費
（1,000円×60人）

3. 資 産 収 入 0 0
預 金 利 息 0 0 当座預金につき利息なし

4. 寄 　 付 　 金 1,000 0
寄 付 金 1,000 0 -

5. 雑 　 収 　 入 800,000 374,400
雑 収 入 800,000 374,400 総持寺・懇親会参加費・

総会等賀儀・賀詞交歓会繰出

①当期収入合計 6,133,000 3,990,400

【支出の部】
勘定科目 ･項目 令和６年度予算 令和６年度決算 備　考

1. 人 　 件 　 費 430,000 430,000
局 員 手 当 370,000 370,000 10万×1（事務局長）　

5万×5（事務局員） 2万×1（事務員）

弁 護 士 報 酬 60,000 60,000 顧問料

2. 運 　 営 　 費 1,930,000 1,139,180
事 務 所 費 200,000 200,000 西有寺事務所費

消 耗 品 費 30,000 1,090 事務用品等

通 信 費 800,000 513,410 機関誌・各案内等発送費

慶 弔 費 120,000 60,000 金沢区仏教会・総持寺

表 彰 費 50,000 0
印 刷 費 200,000 226,680 各案内・封筒等印刷費

広 告 費 530,000 138,000
全日本仏教会・中外日報社・
仏教タイムス社　
WEB サイト制作・管理料

3. 維 　 持 　 費 1,890,000 1,640,000
負 担 費 1,110,000 1,160,000 全日本仏教会（91 万）

神奈川県宗教連盟（25 万）

援 助 費 250,000 250,000 神奈川県仏教青年会助成金
渉 外 費 300,000 0 外部会議費等

交 通 費 230,000 230,000 役員交通費

4. 事 　 業 　 費 900,000 332,090
成 道 会 支 出 500,000 117,650 会場費・講師御礼等

史 跡 行 脚 支 出 0 0 R6 年度開催無し

講 演 会 0 0 R6年度開催無し

講 習 会 200,000 60,000 講師御礼等

仏 教 神 奈 川 200,000 154,440 機関誌印刷費

仏事継承委員会 50,000 0 仏事継承委員会

5. 会 　 議 　 費 400,000 271,336
総 会 費 50,000 27,600 総会会場費等

諸 会 議 費 350,000 243,736 理事会会場費･ 懇親会費･
その他ミーティング費

6. 雑 　 　  費 200,000 49,042
雑 費 200,000 49,042 銀行手数料・飲物代等

7. 積 　 立 　 金 0 0
積 立 金 0 0 Ｒ6年度より廃止

8. 予 　 備 　 費 383,000 0
予 備 費 383,000 0 神奈川県宗教連盟（5 万円）

②当期支出合計 6,133,000 3,861,648

③当期収支差額（①－②） 0 128,752
④前期繰越金 1,698,240 1,698,240
⑤次期繰越金（③＋④） 1,698,240 1,826,992

【支出の部】
勘定科目 ･項目 令和６年度予算 令和７年度予算 備　考

1. 人 　 件 　 費 430,000 430,000
局 員 手 当 370,000 370,000 10万×1（事務局長）　

5万×5（事務局員） 2万×1（事務員）

弁 護 士 報 酬 60,000 60,000 顧問料

2. 運 　 営 　 費 1,930,000 1,730,000
事 務 所 費 200,000 200,000 西有寺事務所費

消 耗 品 費 30,000 30,000 事務用品等

通 信 費 800,000 600,000 機関誌・各案内等発送費

慶 弔 費 120,000 120,000
表 彰 費 50,000 50,000
印 刷 費 200,000 200,000 各案内・封筒等印刷費

広 告 費 530,000 530,000
全日本仏教会・中外日報社・
仏教タイムス社×2 回・
全国青少年教化協議会×1 回　
WEB サイト制作・管理料

3. 維 　 持 　 費 1,890,000 2,103,750
負 担 金 1,110,000 1,023,750 全日本仏教会（91万）70周年

協力金(113,750）

援 助 費 250,000 550,000 神奈川県仏教青年会助成金（25万円）
50周年助成金（30万円）"

渉 外 費 300,000 300,000 外部会議費等

交 通 費 230,000 230,000 役員交通費

4. 事 　 業 　 費 900,000 1,200,000
成 道 会 支 出 500,000 300,000 会場費・講師御礼等

史 跡 行 脚 0 500,000
講 演 会 0 0
講 習 会 200,000 200,000 講師御礼等

仏 教 神 奈 川 200,000 200,000 機関誌印刷費

仏事継承委員会 50,000 50,000 仏事継承委員会

5. 会 　 議 　 費 400,000 400,000
総 会 費 50,000 100,000 総会会場費（西有寺）・

懇親会費

諸 会 議 費 350,000 300,000 理事会会場費･
その他ミーティング費

6. 雑 　 　  費 200,000 200,000
雑 費 200,000 200,000 銀行手数料等

7. 積 　 立 　 金 0 0
積 立 金 0 0 Ｒ6年度より削除

8. 予 　 備 　 費 383,000 541,250
予 備 費 383,000 541,250

②当期支出合計 6,133,000 6,605,000

③当期収支差額（①－②） 0 0
④前期繰越金 1,698,240 2,278,992
⑤次期繰越金（③＋④） 1,698,240 2,278,992

令和 6年度一般会計決算報告書 令和 7年度　一般会計予算書
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【
平
塚
市
仏
教
会
】

松
岩
寺
　
武
井
　
定
光

　
平
塚
市
仏
教
会
に
は
現
在
、
七
十

九
ヶ
寺
が
加
盟
し
て
お
り
、
内
訳
は
以

下
の
通
り
で
す
。
天
台
宗
十
五
ヶ
寺
・

真
言
宗
十
五
ヶ
寺
・
曹
洞
宗
十
四
ヶ
寺
・

浄
土
宗
十
三
ヶ
寺
・
日
蓮
宗
十
一
ヶ
寺
・

臨
済
宗
六
ヶ
寺
・
真
宗
大
谷
派
一
ヶ
寺
・

時
宗
一
ヶ
寺
・
曹
洞
宗
系
二
ヶ
寺
・
日

蓮
宗
系
一
ヶ
寺
と
、
主
要
な
宗
派
が
ほ

ぼ
揃
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
は
十
一
の
地
区
に
分
け
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
か
ら
理
事
が

選
出
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
役
員
が
選
出
さ
れ
ま

す
。
今
年
度
、
一
部
役
員
の
改
選
が
あ

り
、
次
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

会
　
長
　
武
井
定
光
（
松
岩
寺
）

副
会
長
　
斎
藤
匡
念
（
阿
弥
陀
寺
）

副
会
長
　
池
田
正
顕
（
妙
円
寺
）

顧
　
問
　
井
澤
孝
一
（
福
田
寺
）

理
　
事
　
守
屋
宣
成
（
要
法
寺
）

理
　
事
　
三
荒
弘
道
（
善
徳
寺
）

理
　
事
　
酒
井
仁
成
（
正
安
寺
）

理
　
事
　
澁
谷
堯
俊
（
寶
積
寺
）

理
　
事
　
山
室
良
雄
（
龍
源
寺
）

理
　
事
　
新
美
徳
芳
（
慈
眼
寺
）

理
　
事
　
栃
堀
眞
英
（
浄
心
寺
）

理
　
事
　
松
岡
晋
嗣
（
金
剛
頂
寺
）

理
事
・
書
記
長
　

　
　
　
　
吉
田
健
一
（
浄
信
寺
）

　
以
上
の
メ
ン
バ
ー
に
て
、
運
営
に
あ

た
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
当
会
の
主
な
行
事
の
ひ
と
つ
に
、
毎

年
秋
に
催
さ
れ
る
「
湘
南
説
法
会
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
催
し
は
、
も
と
も
と

戦
没
者
慰
霊
祭
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た

も
の
を
、
遺
族
会
の
み
な
ら
ず
、
各
寺

院
の
檀
信
徒
や
一
般
の
方
々
に
も
ご
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
平
和
祈
念
法
要

お
よ
び
講
演
会
と
い
う
形
に
改
め
た
も

の
で
す
。

　
昨
年
は
、
役
員
お
よ
び
近
隣
の
僧
侶

十
名
程
の
ご
協
力
の
も
と
法
要
を
勤

め
、
そ
の
後
、
お
寺
・
仏
像
研
究
家
「
み

ほ
と
け
さ
ん
」
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

「
み
ほ
と
け
と
仏
像
の
賑
や
か
な
世
界

～
湘
南
の
仏
像
と
日
本
の
仏
像
～
」
と

題
し
た
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　
本
年
の
「
湘
南
説
法
会
」
は
第
二
十

三
回
を
迎
え
、
十
一
月
十
九
日
（
水
）

に
カ
ル
チ
ャ
ー
ボ
ン
ズ
平
塚
を
会
場
に

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
講
師
に

は
、
漢
字
一
字
で
、
そ
の
年
の
世
相
を

切
り
取
る
「
今
年
の
漢
字
」
を
京
都
清

水
寺
の
舞
台
に
て
、
揮
毫
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
知
ら
れ
る
『
清
水
寺
森
清
範

貫
主
』
を
お
迎
え
し
、
説
法
を
頂
戴
す

る
予
定
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の

流
行
に
よ
っ
て
、
仏
教
の
伝
統
的
な
信

仰
形
態
も
急
速
に
変
化
し
ま
し
た
。
地

球
環
境
の
変
化
や
国
際
的
な
紛
争
の
長

期
化
、
政
治
・
経
済
の
不
安
定
化
な
ど
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
揺

ら
ぐ
今
、
終
戦
八
十
年
と
い
う
節
目
の

年
に
あ
た
り
、
改
め
て
「
人
と
し
て
の

や
す
ら
ぎ
」
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を

お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
南
足
柄
市
仏
教
会
】

珠
明
寺
　
橘
川
　
宜
道

　
南
足
柄
市
仏
教
会
は
前
役
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
令
和
七
年
度
よ
り
新
役

員
で
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員

寺
院
は
各
宗
派
合
わ
せ
て
二
十
七
ヶ
寺

あ
り
、
二
十
七
名
程
で
構
成
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
当
仏
教
会
で
は
、
例
年
四
月
初
旬
に

花
祭
り
、
十
二
月
初
旬
に
歳
末
助
け
合

い
托
鉢
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
流
行
時
に
一
時
休
止
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
近
年
は
コ
ロ
ナ
も
落
ち

着
い
て
き
た
の
で
、
以
前
と
同
様
に
再

開
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
も
四
月
初
旬
に
、
大
雄
山
最
乗

寺
に
お
い
て
、
市
内
観
光
協
会
並
び
に

当
仏
教
会
主
催
の
も
と
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
市
内
在
住
の
子
供
四
十
名

程
が
稚
児
の
衣
裳
を
身
に
纏
い
参
加
さ

地
区
仏
教
会
だ
よ
り

地
区
仏
教
会
だ
よ
り
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れ
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
十
二
月
も
以
前
と
同
様
に
歳
末
助
け

合
い
托
鉢
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
近
年
、
宗
教
界
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
寺

院
と
協
力
し
な
が
ら
、
仏
教
活
動
、
社

会
貢
献
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
横
浜
市
都
筑
区
仏
教
会
】

観
音
寺
　
伊
藤
　
浩
雅

　
横
浜
市
都
筑
区
仏
教
会
は
、
十
八
年

務
め
ら
れ
た
齋
藤
清
紀
前
会
長
他
、
多

く
の
人
事
異
動
が
あ
り
、
理
事
が
一
新

し
ま
し
た
。
新
会
長
は
伊
藤
浩
雅
が
務

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
か
つ
て
都
筑
区
は
、
子
育
て
世
帯
な

ど
比
較
的
若
い
区
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
一
段
落
し
、
正
に
世
代
の
交
代

が
急
増
し
て
お
り
ま
す
。
身
近
な
と
こ

ろ
で
も
、
老
々
介
護
が
他
人
事
で
は
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
社
会
の
変
化

や
、
施
主
の
葬
儀
を
含
め
た
供
養
、
祭

祀
後
継
に
対
す
る
意
識
の
変
化
を
遅
れ

ば
せ
な
が
ら
実
感
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
各
宗
団
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
区
仏

の
活
動
の
範
囲
で
出
来
る
こ
と
を
思
案

中
で
す
。

　
都
筑
区
仏
教
会
で
は
、
市
仏
の
定
例

事
業
の
他
、
人
形
供
養
、
仏
前
結
婚
式
、

史
跡
参
拝
・
慰
霊
参
拝
研
修
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
各
宗
本
山
や
、
近
年
で

は
東
北
慰
霊
・
知
覧
等
、
本
年
は
長
崎

慰
霊
に
伺
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
区
と

の
防
災
提
携
締
結
に
も
、
具
体
的
に
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
都
筑
区
仏
教
会
役
員
・
理
事
を
紹
介

し
ま
す
。

　
　会

　
長
　
観
音
寺
　
伊
藤
　
浩
雅

　
　
　
　
　（
高
野
山
真
言
宗
）

副
会
長
　
大
善
寺
　
石
川
　
和
弘

　
　
　
　
　（
浄
土
宗
）

監
　
事
　
東
漸
寺
　
倉
岡
　
弘
叔

　
　
　
　
　（
高
野
山
真
言
宗
）

　
　
　
　
妙
蓮
寺
　
柳
下
　
俊
明

　
　
　
　
　（
日
蓮
宗
）

理
　
事
　
真
照
寺
　
雲
井
　
耀
一

　
　
　
　
　（
真
宗
大
谷
派
）

　
　
　
　
正
覚
寺
　
八
木
　
廣
純

　
　
　
　
　（
天
台
宗
）

　
　
　
　
宗
忠
寺
　
夏
見
　
裕
貴

　
　
　
　
　（
浄
土
宗
）

　
　
　
　
無
量
寺
　
豊
田
　
眞
彰

　
　
　
　
　（
高
野
山
真
言
宗
）

　
　
　
　
心
行
寺
　
安
田
　
雄
心

　
　
　
　
　（
浄
土
宗
）

事
務
局
　
龍
福
寺
　
山
崎
　
正
教

　
　
　
　
　（
真
言
宗
豊
山
派
）

会
　
計
　
観
音
寺
　
西
郊
　
良
俊

　
　
　
　
　（
天
台
宗
）

顧
　
問
　
宗
忠
寺
　
夏
見
　
邦
夫

　
　
　
　
　（
浄
土
宗
）

　
　
　
　
福
聚
院
　
齋
藤
　
清
紀

　
　
　
　
　（
高
野
山
真
言
宗
）

【
小
田
原
市
川
東
佛
教
会
】

安
樂
院
　
片
岡
　
秀
明

◆
活
動
報
告
◆

　
会
員
数
が
僅
か
五
十
四
ヶ
寺
な
の
で

予
算
的
に
か
な
り
厳
し
く
、
値
上
げ
も

で
き
ず
、ど
う
に
か
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
七
年
度
年
間
活
動
は
年
二
回

「
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
・
心
の
広
報
紙
」

発
行
で
五
十
号
ま
で
は
多
く
の
ご
協
賛

広
告
を
頂
き
、
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
紙
一

面
で
発
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
で
現
在
は
年
一
回

「
コ
ラ
ム
版
」
に
縮
小
し
て
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス
紙
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
寺
院
の
研
修
と
し
て
「
第

四
十
八
回
寺
院
巡
り
」
と
し
て
今
年
は

六
月
二
十
七
日
横
浜
曹
洞
宗
建
功
寺

様
、
浄
土
宗
蓮
勝
寺
様
を
貸
切
バ
ス
で

お
参
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
建

功
寺
様
も
蓮
勝
寺
様
も
山
主
様
が
直
々建功寺本堂前
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に
ご
法
楽
、
お
話
し
い
た
だ
き
、
参
加

者
一
同
感
銘
を
受
け
て
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
中
華
街
重
慶
飯
店
で
参
加
者

二
十
四
名
の
和
気
藹
藹
と
し
た
昼
食
で

し
た
。

　
十
一
月
七
日
第
四
十
九
回
目
に
な
り

ま
す
「
佛
教
講
話
会
」
は
小
田
原
三
の

丸
ホ
ー
ル
に
て
十
三
時
三
十
分
よ
り
開

催
さ
れ
ま
す
。
法
話
の
テ
ー
マ
が
「
死

ぬ
時
に
後
悔
し
な
い
生
き
方
」
で
東
学

寺
笠
龍
桂
師
、
続
い
て
春
光
院
石
川
邦

雄
師
法
話
で
始
ま
り
、
間
に
相
模
蓮
雅

会
の
雅
楽
、
愚
尚
庵
吏
珀
氏
の
法
舞
が

入
り
、
最
後
に
本
典
寺
戸
田
教
栄
師
の

法
話
で
終
わ
り
ま
す
。
県
内
で
も
「
心

の
広
報
紙
」
と
共
に
珍
し
い
活
動
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。

　
十
一
月
十
九
日
に
三
佛
教
会
、
小
田

原
市
佛
教
会
・
嶺
南
（
レ
イ
ナ
ン
）
佛

教
会
・
川
東
（
セ
ン
ト
ウ
）
佛
教
会
と

十
六
社
の
葬
儀
社
と
の
申
し
合
わ
せ
会

議
を
千
代
の
本
立
寺
様
を
会
場
に
し
て

催
し
ま
す
。昨
今
の
直
葬
、一
日
葬
等
々

に
始
ま
り
法
式
が
簡
略
化
さ
れ
て
問
題

点
が
多
々
あ
り
ま
す
。
葬
儀
社
の
規
模

の
大
小
と
各
寺
院
の
檀
家
数
に
よ
り
問

題
点
は
一
本
化
で
き
ま
せ
ん
が
忌
憚
な

く
意
見
や
考
え
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
会
議
の
内
容
は
「
通
夜
及
び
葬
儀

に
つ
い
て
」
で
す
。
初
め
て
の
試
み
で

す
。

【
泉
区
仏
教
会
】

無
量
寺
　
小
川
　
真
弘

　
会
員
寺
院
十
三
ケ
寺
を
擁
す
る
泉
区

仏
教
会
は
、
小
規
模
な
が
ら
宗
派
を
超

え
た
つ
な
が
り
も
強
く
、
昔
か
ら
和
や

か
に
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
七
年
六
月
二
十
九
日
・
三
十
日

に
は
熱
海
大
観
荘
を
会
場
と
し
て
定
期

総
会
な
ら
び
に
懇
親
会
を
催
し
、
前
年

度
事
業
報
告
と
今
年
度
事
業
計
画
等
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

懇
親
会
に
於
い
て
は
会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
と
と
も
に
、
寺
院
を
取
り
巻

く
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
、
新
た
な
知
見
を
得
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
近
年
の
少
子
化
に
伴
う
檀
家
数
の
減

少
は
泉
区
仏
教
会
で
も
共
通
す
る
悩
み

で
あ
り
ま
す
が
、
寺
院
運
営
に
協
力
し

て
く
れ
る
檀
家
総
代
や
世
話
人
の
高
齢

化
、
そ
れ
に
伴
う
世
代
交
代
も
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
寺
院

皆
様
も
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
お
り
、

法
事
や
お
参
り
の
際
に
積
極
的
に
子
供

た
ち
と
会
話
し
、
幼
い
頃
か
ら
寺
に
親

し
ん
で
も
ら
い
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と

で
、
将
来
の
総
代
世
話
人
の
育
成
に
つ

な
が
る
と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

時
間
は
か
か
る
け
れ
ど
も
、
一
番
確
実

な
対
策
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
来
る
令
和
八
年
は
泉
区
制
四
十
周

年
、
泉
区
が
昭
和
六
十
一
年
に
戸
塚
区

か
ら
分
区
し
て
ち
ょ
う
ど
四
十
年
と
い

う
こ
と
で
、
地
域
に
と
っ
て
も
節
目
の

年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
将
来
に
わ
た

り
地
域
に
根
差
し
て
活
動
を
続
け
て
い

け
る
よ
う
、
会
員
寺
院
一
同
、
今
後
も

力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

【
横
浜
市
神
奈
川
区
仏
教
会
】

金
藏
院
　
佐
伯
　
隆
範

　
横
浜
市
神
奈
川
区
仏
教
会
で
は
、
令

和
七
年
六
月
二
十
六
日
に
総
会
を
開
催

し
新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
宝
寺
樋
口
芳
宏
会
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
会
則
に
し
た
が
っ
て
担
当
の

教
団
宗
派
で
あ
る
真
言
宗
智
山
派
金
藏

院
の
佐
伯
隆
範
が
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

蓮勝寺本堂内
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総
会
で
は
新
会
長
の
承
認
に
と
も
な

い
、
副
会
長
に
普
門
寺
大
庭
隆
信
師
、

東
光
寺
小
鷹
正
人
師
が
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　
今
年
度
、
神
奈
川
区
で
は
区
役
所
の

ご
担
当
者
と
と
も
に
、
大
規
模
地
震
等

の
災
害
時
に
お
け
る
施
設
の
提
供
等
に

関
す
る
規
定
に
関
し
て
打
ち
合
わ
せ
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
今
後
と
も
神
奈
川
区
仏
教
会
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
金
沢
区
佛
教
会
】

光
傳
寺
　
平
島
　
寿
史

　
金
沢
区
佛
教
会
は
現
在
、
二
十
七
ケ

寺
が
加
盟
し
活
動
し
て
い
る
。

　
二
年
毎
に
会
長
他
、
役
職
の
改
選
が

あ
る
。
此
度
会
長
職
を
受
け
る
事
と

な
っ
た
、
在
家
出
身
の
浄
土
坊
主
で
、

還
暦
を
迎
え
た
平
島
寿
史
（
じ
ゅ
し
）

と
云
う
者
で
あ
る
。

　
私
が
ま
だ
若
い
頃
、
カ
ヌ
ー
を
使
っ

て
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
で
も
活
動
し

て
い
た
、
今
で
云
う
所
の
ア
ウ
ト
ド
ア

の
先
駆
け
の
よ
う
な
事
を
し
て
い
る
人

が
お
り
、
そ
の
方
の
エ
ッ
セ
イ
や
旅
行

記
が
好
き
で
読
ん
で
い
た
。

　
そ
れ
ら
の
本
に
唯
一
無
二
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
登
場
す
る
犬
が
い
る
。
子

犬
か
ら
育
て
、
一
緒
に
カ
ヌ
ー
に
乗
る

よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
川
の
流
れ
が
激

し
い
所
を
下
っ
て
い
る
時
な
ど
、
恐
ろ

し
さ
か
ら
か
頭
を
引
っ
込
め
、
川
面
を

見
な
い
よ
う
に
振
舞
っ
て
い
た
為
、
主

人
や
友
人
か
ら
「
見
な
い
か
ら
っ
て
無

く
な
る
訳
じ
ゃ
な
い
の
に
」
と
微
笑
ま

し
く
笑
わ
れ
て
い
た
。

　
人
生
の
折
々
で
、
こ
の
シ
ー
ン
を
思

い
出
し
て
い
た
。
自
己
の
事
で
あ
っ
た

り
そ
う
で
な
か
っ
た
り
。

　
近
年
、
又
も
こ
の
シ
ー
ン
を
度
々
思

い
描
く
。
見
て
い
な
い
だ
け
で
、
事
実

は
そ
こ
に
あ
る
。
見
な
い
ま
ま
で
ま
た

今
日
を
過
ご
す
の
か
。

　
じ
り
じ
り
と
過
ご
す
時
、
恐
ら
く
そ

れ
は
方
策
が
思
い
付
か
な
い
か
ら
で
あ

る
。
や
る
べ
き
事
が
見
え
れ
ば
、
人
間

は
動
け
る
。

　
し
か
し
今
日
も
私
は
じ
り
じ
り
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
諦
め
て
は
い

な
い
の
で
あ
る
。

　
尚
、
件く

だ
ん

の
犬
は
最
後
に
は
カ
ヌ
ー

で
沈ち

ん

（
ひ
っ
く
り
返
っ
た
り
な
ど
し
て

船
か
ら
落
ち
る
こ
と
）
な
ど
す
る
と
、

荷
物
を
回
収
す
る
主
人
と
共
に
、
一
緒

に
下
流
に
流
さ
れ
て
い
く
程
に
な
っ
た

と
い
う
。

　
犬
で
す
ら
こ
の
境
地
に
至
る
。

　
ま
だ
ま
だ
で
あ
る
。

【
鎌
倉
仏
教
会
】

光
明
寺
　
柴
田
　
哲
彦

◆
心
に
沁
み
る
言
葉
◆

今
年
は
大
阪
で
万
博
が
開
催
さ
れ
、

国
内
外
か
ら
見
学
者
が
訪
れ
て
大
変
な

賑
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。

　
思
え
ば
同
じ
く
大
阪
で
岡
本
太
郎
氏

の
太
陽
の
塔
で
有
名
に
な
っ
た
「
エ
キ

ス
ポ
70
」が
開
催
さ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
年
二
月
、
イ
ン
ド
・
ブ
タ
ガ
ヤ

日
本
寺
の
国
際
仏
教
会
館
の
落
慶
式
が

厳
修
さ
れ
、
そ
の
導
師
が
鎌
倉
大
仏
殿

住
職
で
大
正
大
学
学
長
歴
任
者
の
佐
藤

密
雄
教
授
で
あ
っ
た
。

　
佐
藤
先
生
は
原
始
仏
教
教
団
研
究
の

第
一
人
者
と
し
て
名
を
馳
せ
た
斯
界
の

泰
斗
で
あ
っ
た
。
式
の
後
、
仏
跡
を
参

拝
し
、
そ
の
場
で
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
る

と
さ
れ
、
数
名
の
若
い
学
徒
も
同
道
、

小
衲
も
そ
の
一
貫
と
し
て
参
加
し
た
。

　
そ
の
参
拝
は
四
大
仏
跡
更
に
霊
鷲

山
・
祇
園
精
舎
跡
等
々
三
週
間
余
に
及

ぶ
大
旅
行
と
な
っ
た
。

　
そ
の
中
、
釈
尊
入
滅
の
地
ク
シ
ナ
ガ

ラ
参
拝
は
生
涯
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な

い
参
拝
と
な
っ
た
。

　
そ
れ
は
佐
藤
先
生
か
ら
「
南
伝
大
蔵

経
」
巻
七
所
収
『
大
般
涅
槃
経
』
の
説

示
を
根
拠
と
し
た
入
滅
前
後
の
生
々
し

い
有
様
と
釈
尊
最
後
の
お
言
葉
の
紹
介

と
説
明
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
言

葉
と
は

　
諸
行
は
壊
法
な
り
、
不
放
逸
に

　
よ
り
て
精
進
せ
よ
。
こ
れ
如
来

　
最
後
の
言
な
り
。（
南
伝
蔵
経
七
）

　
私
達
人
間
は
所
謂
凡
夫
。
つ
い
つ
い

怠
惰
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
釈
尊

最
後
の
教
説
を
心
に
刻
み
日
常
の
訓
戒

と
し
て
い
る
日
々
で
あ
る
。
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【
横
浜
市
仏
教
会
】

正
観
寺
　
善
浪
　
裕
勝

　
常
日
頃
、
横
浜
市
仏
教
会
の
活
動
に

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
七
年
五
月
二
十
九
日
開
催
さ
れ

ま
し
た
第
五
十
二
回
通
常
総
会
に
て
会

長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
善
浪
裕
勝
で

す
。

　
五
年
目
に
入
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

若
輩
の
身
、
宜
し
く
ご
指
導
の
程
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
各
役
員
も
副
会
長
に

西
林
寺
大
橋
俊
史
師
、
光
明
寺
北
條
祐

英
師
、
興
禅
寺
市
川
憲
章
師
、
事
務
局

長
に
隨
流
院
西
村
健
伸
師
、
会
計
に
龍

松
院
近
藤
憲
邦
師
、
龍
珠
院
永
久
良
徳

師
を
お
願
い
し
新
体
制
に
て
各
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
当
会
で
は
、
令
和
四
年
六
月

二
十
日
、
横
浜
市
と
『
大
規
模
地
震
等

の
災
害
時
に
お
け
る
施
設
の
提
供
等
の

協
力
に
関
す
る
協
定
』
を
締
結
い
た
し

ま
し
た
。
現
在
、
区
仏
教
会
と
区
役
所

に
よ
る
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
大
阪
大
学
大
学
院
稲
場
圭
信
教
授

の
調
査
に
よ
る
と
、
避
難
者
受
け
入
れ

の
協
定
を
結
ぶ
寺
院
、
神
社
は
全
国
で

四
千
五
百
ヶ
所
以
上
と
推
定
さ
れ
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
各
寺

院
が
各
々
の
寺
院
環
境
、
条
件
を
考
慮

し
な
が
ら
協
議
を
進
め
、
こ
の
活
動
が

市
内
全
域
に
広
が
る
よ
う
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
涅
槃
会
】

　
第
五
十
一
回
釈
尊
涅
槃
会
を
、
西
区

仏
教
会
様
担
当
で
、
二
月
に
厳
修
い
た

し
ま
す
。

【
奉
讃
部
会
】

　
秋
の
特
別
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
「
お

さ
と
り
」
～
お
釈
迦
さ
ま
成
道
会
に
ち

な
み
～
と
題
し
て
、
令
和
七
年
十
一
月

二
十
七
日
（
木
）
に
横
浜
「
に
ぎ
わ
い

座
」
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
時
局
対
策
委
員
会
】

　
現
在
、
寺
院
を
取
り
巻
く
課
題
や
問

題
に
関
し
て
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
協

議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
渉
外
委
員
会
】

　
会
員
寺
院
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
令
和
七

年
十
月
三
十
日
（
木
）、
産
業
貿
易
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
地
下
一
階
会
議
室
に
て
開

催
い
た
し
ま
す
、「
家
族
信
託
」「
法
定

後
見
人
、
任
意
後
見
人
」
等
の
制
度
に

つ
い
て
講
師
に
吉
川
晃
史
弁
護
士
、
松

田
直
也
司
法
書
士
を
お
招
き
し
て
研
修

い
た
し
ま
す
。

【
防
災
委
員
会
】

　
大
規
模
災
害
に
お
け
る
寺
院
の
役
割

と
し
て
、
区
仏
教
会
と
区
役
所
と
の
防

災
協
定
締
結
に
向
け
て
お
手
伝
い
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

【
デ
ジ
タ
ル
委
員
会
】

　
市
仏
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
会
員
寺
院
の
一
覧
の
中
に
、
グ
ー

グ
ル
マ
ッ
プ
の
リ
ン
ク
を
追
加
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
新
規
開
設
を
お
考
え

の
会
員
寺
院
の
皆
様
に
安
価
で
操
作
の

し
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
を
ご
提

案
し
て
い
ま
す
。

　【
横
浜
市
港
北
区
仏
教
会
】

金
蔵
寺
　
内
田
　
大
恵

　
当
会
は
、
港
北
区
内
の
四
十
四
ヶ
寺

五
十
八
名
の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
三
月
九
日
の
総
会
に
お
い
て
役
員
の

交
代
が
あ
り
、
副
会
長
に
西
方
寺
住
職

伊
藤
仁
海
師
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
四
月
五
日
に
当
会
の
恒
例
行

事
「
花
ま
つ
り
」
を
桜
満
開
の
金
藏
寺

で
執
り
行
い
、
檀
信
徒
や
一
般
の
方
々

に
お
参
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
灌
仏
会
の
法
要
を
厳
修
し
、
法
要
後

に
は
昨
年
同
様
本
堂
内
に
て
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
・
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ピ
ア
ノ
に
よ
る

ユ
ニ
ッ
ト
【JEW

EL

】
に
献
奏
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
四
〇
〇
枚
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
足
ら

な
く
な
り
、
堂
内
に
入
り
き
れ
な
い
ほ

ど
大
盛
況
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

『
素
晴
ら
し
い
法
要
だ
っ
た
』『
音
楽
が

良
か
っ
た
』
と
嬉
し
い
感
想
の
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
六
月
二
十
六
日
に
は
港
北
区
総
務
部

総
務
課
危
機
管
理
・
地
域
防
災
担
当
係

長
を
講
師
と
し
て
金
藏
寺
に
招
い
て
、

地
域
防
災
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
令
和
四
年
に
、
横
浜
市
と
横
浜
市
仏

教
会
が
「
大
規
模
地
震
等
の
災
害
時
に

お
け
る
施
設
の
提
供
等
の
協
力
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
、

当
会
で
も
港
北
区
と
の
協
定
調
印
に
向
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け
て
動
き
出
そ
う
と
の
こ
と
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
地
域
防
災
に
関
す
る
港
北
区
の
状

況
を
伺
う
と
と
も
に
、
横
浜
市
と
の

協
定
、
さ
ら
に
西
区
や
瀬
谷
区
、
保

土
ヶ
谷
区
と
旭
区
の
協
定
締
結
の
状

況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
先
ず
は
協
定
書
の
提
案
書
を
事
務

局
で
作
成
し
、
全
会
員
と
協
議
を
し

て
い
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、

早
期
の
締
結
を
目
指
し
て
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
仏
教
会
と
し

て
の
活
動
や
社
会
貢
献
を
、
会
員
諸

師
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

【
伊
勢
原
市
仏
教
会
】

広
済
寺
　
吉
川
　
道
源

◆
気
軽
に
会
う
大
切
さ

人
が
集
ま
っ
た
り
、
お
互
い
の
往
来

す
ら
許
さ
れ
な
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
感

じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
研
修
や
会
議

で
な
く
て
も
、
た
だ
ふ
つ
う
に
会
っ
て
、

近
況
を
知
る
こ
と
が
実
は
そ
れ
だ
け
で

も
有
益
な
情
報
交
換
で
あ
り
、
学
び
の

場
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
で
す
。

　
伊
勢
原
市
仏
教
会
で
は
ほ
ぼ
隔
月
で

理
事
・
支
部
長
会
が
あ
り
ま
す
。
戦
没

者
慰
霊
祭
は
、
遺
族
会
や
市
と
共
同
で

や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
遺
族
の
皆
様
が

高
齢
に
な
り
縮
小
化
し
た
た
め
、
令
和

六
年
よ
り
仏
教
会
独
自
に
行
な
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
私
の
自
坊
広
済
寺
で

お
施
餓
鬼
の
形
式
で
や
っ
て
い
ま
す
。

兼
職
さ
れ
た
り
、
介
護
や
通
院
と
行
っ

た
出
先
か
ら
で
も
来
や
す
い
よ
う
に
ド

レ
ス
コ
ー
ド
な
し
。
お
檀
家
さ
ん
が
お

施
餓
鬼
に
く
る
あ
の
感
覚
で
、
気
軽
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
前
日
に
リ
ハ
ー
サ
ル
が
あ
る
と
か
宗

派
を
超
え
て
共
通
化
し
よ
う
と
す
る
か

ら
無
理
が
出
る
。
難
し
い
こ
と
は
し
ま

せ
ん
。
導
師
は
私
で
す
が
、
お
経
と
木

魚
も
兼
務
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
は
多

く
の
お
寺
が
そ
う
し
て
い
ま
し
た
。
他

宗
派
の
皆
さ
ま
の
反
応
は
「
こ
れ
が
臨

済
宗
の
お
経
？
」「
新
鮮
だ
っ
た
」
と
何

か
残
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
秋
の
研
修
会
は
小
田
原
で
三
十
分
で

行
け
る
箱
根
へ
。
イ
ベ
ン
ト
で
講
師
の

先
生
を
呼
ぶ
時
の
ノ
ウ
ハ
ウ
。
お
布
施

の
基
準
を
決
め
る
べ
き
か
否
か
？
お
墓

の
場
所
を
尋
ね
ら
れ
て
も
答
え
ら
れ
る

お
寺
と
ダ
メ
な
お
寺
。
一
日
葬
。
墓
じ

ま
い
。
ご
提
示
役
は
私
で
す
が
、
い
ろ

ん
な
対
策
が
聞
け
る
ん
で
す
ね
。
す
る

と
ま
た
や
り
た
い
と
な
る
。

　
次
は
な
に
か
な
？
と
朝
の
連
続
ド
ラ

マ
み
た
い
に
引
っ
張
り
が
な
い
と
…
楽

し
み
な
が
ら
、
知
見
を
広
げ
て
い
く
。

そ
ん
な
伊
勢
原
市
仏
教
会
で
す
。
そ
ん

な
秋
の
イ
ベ
ン
ト
が
ま
も
な
く
始
ま
り

ま
す
。

会員の皆さまへ

神奈川県仏教会で SNS 発信しています。
どうぞご登録をお願いいたします。

■ YouTube　「神奈川県仏教会チャンネル」
講演会・研修会の動画を配信しています。
https://www.youtube.com/channel/

UCrAePx6MNlujzh8CBBT5StQ

■ Facebook 「神奈川県仏教会」
会合の様子、行事の案内などを配信します。
https://www.facebook.com/profile.

php?id=100085296513423

■ 神奈川県仏教会メールアドレス
お問い合わせ・ご連絡の際ご利用ください。
kanagawabuddhist@gmail.com

■ 神奈川県仏教会公式 LINE
檀信徒様向けに公式 LINE を始めました。
行事の案内を発信する予定です。
https://lin.ee/F24z6pN
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神
奈
川
県
仏
教
会
主
催

神
奈
川
県
仏
教
会
主
催  

成
道
会
開
催

成
道
会
開
催

　
令
和
六
年
十
一
月
七
日
（
木
） 

令
和
六
年
度 

神
奈
川
県
仏
教
会
主
催
成

道
会
が
、
佐
藤
功
岳
会
長
導
師
の
も
と
当
会
役
員
他
出
仕
に
て
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
四
十
名
も
の
ご
随
喜
も
頂
き
、
導
師
が
厳
か
に
奉
祝
文
が
読

み
上
げ
ら
れ
、
読
経
と
と
も
に
一
同
焼
香
、
本
会
関
係
の
諸
大
徳
の
ご
遷

化
並
び
に
関
係
各
霊
位
に
対
し
て
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
場
を
移
し
「
読
経
す
る
と
い
う
こ
と
」
〜
仏
教
研
究
者
の
視

点
か
ら 

〜
と
題
し
て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
久
保
山
光
明
寺
住
職 

仏
教
学
博
士 

石
田
一
裕
先
生
に
ご
講
師
の
労
を
と
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

先
生
の
ご
講
義
を
要
約
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　「
読
経
す
る
と
い
う
こ
と
」 

　
　
　
　 

〜 

仏
教
研
究
者
の
視
点
か
ら 

〜

　
葬
儀
や
お
通
夜
に
お
け
る
お
経
の
役

割
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
の
お
話
さ
れ

ま
し
た
。
先
生
は
お
経
が
具
体
的
な
意

味
を
持
た
な
い
方
が
良
い
と
考
え
て
お

り
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
意
味
が
あ
る

と
人
々
の
頭
が
そ
の
意
味
に
囚
わ
れ
て

し
ま
う
こ
と
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
お
経
の
声
が
亡
く
な
っ
た
人
と
生
き

て
い
る
人
々
を
繋
ぐ
役
割
を
果
た
し
、

そ
の
響
き
が
遺
族
に
と
っ
て
慰
め
と
な

る
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
葬
儀
の
場

で
の
声
の
響
き
が
参
列
者
に
と
っ
て
も

重
要
で
あ
り
、
亡
く
な
っ
た
人
と
の
繋

が
り
を
再
構
築
す
る
手
助
け
と
な
る
と

強
調
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
先
生
は
、
葬
儀
の
場
で
お

経
を
読
む
こ
と
が
、
亡
く
な
っ
た
人
と

生
き
て
い
る
人
々
の
間
の
繋
が
り
を
保

つ
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
述
べ
ま
し

た
。
お
経
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
方
が

良
い
理
由
と
し
て
、
意
味
が
あ
る
と

人
々
の
頭
が
そ
の
意
味
に
囚
わ
れ
て
し

ま
い
、
亡
く
な
っ
た
人
と
の
繋
が
り
を

感
じ
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
説
明
し

☆講師ご紹介　◎ 石田　一裕（いしだ　いちゆう）
1981 年北海道生まれ。浄土宗総合研究所研究員、大正大学非常勤講師。
高校卒業後、元全日本仏教会理事長 · 白幡憲佑氏に弟子入り。久保山光明寺（神奈川）にて修行。
大正大学大学院仏教学研究科博士課程修了、博士（仏教学）。インド部派仏教研究を専門とし
つつ、日本における経典解釈論からペット供養の基礎的研究などの現代的課題まで幅広い研究
を行っている。監修書に『マンガでわかる日本仏教 13 宗派』（誠文堂新光社）などがある。

　※講演は YouTube にて視聴できます
　　https://youtu.be/Eh1r_GAhvVc?si=S4gDfQ8kLQH6LII5
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ま
し
た
。

　
最
終
的
に
、
葬
儀
は
生
と
死
を
結
び

つ
け
る
重
要
な
儀
式
で
あ
り
、
仏
教
の

教
え
を
深
く
実
感
す
る
場
で
あ
る
と
結

論
付
け
ま
し
た
。
先
生
は
、
葬
儀
の
場

で
お
経
を
読
む
こ
と
が
、
亡
く
な
っ
た

人
と
生
き
て
い
る
人
々
の
間
の
繋
が
り

を
保
つ
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
葬
儀
の
場
で
の
声
の
響

き
が
参
列
者
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
り
、

亡
く
な
っ
た
人
と
の
繋
が
り
を
再
構
築

す
る
手
助
け
と
な
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
多
く
の
参
加
者
に

と
っ
て
、
葬
儀
の
意
義
を
再
認
識
す
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

『寺院』を狙った
　 侵入窃盗が多発しています！
　神奈川県警察より、寺院や寺院に併設した事務所や住宅を狙って現金や金庫
が盗まれる被害が発生しているため、防犯対策を見直すよう注意喚起がされて
います。

《防犯対策のポイント》

◎玄関・窓

　無施錠の玄関や窓から侵入のほか、窓を割られる事案も多く
発生しています。施錠を徹底し、窓には補助錠を活用しましょう。

◎金銭管理

　現金は目のつく場所や引き出しには置いたままにせず、鍵のか
かる場所に保管するようにしましょう。また金庫の鍵は事務所等
に保管することなく、管理者が保管するようにしましょう。

◎その他の防犯対策

　● 防犯カメラや警報装置などの点検や設置。
　● 「防犯カメラ作動中」などと記載して掲示。
　● 防犯性能の高い鍵や防犯ガラスに交換。
　● 建物周辺の環境を整備して侵入の足場となるものを置かない。
　● 不審者（車）を発見した際は速やかに警察へ通報する。
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特
別
会
費
の
ご
賛
助
ご
協
力
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
に
ご
芳

名
を
録
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
今
後
と
も
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

十
万
円
　
川
崎
区
　
　
　
平
間
寺
　
殿

五
万
円
　
鶴
見
区
　
　
　
總
持
寺
　
殿

　
〃
　
　
鎌
倉
市
　
　
　
高
徳
院
　
殿

　
〃
　
　
南
足
柄
市
　
　
最
乗
寺
　
殿

　
〃
　
　
神
奈
川
区
　
　
観
音
寺
　
殿

三
万
円
　
泉
区
　
　
　
　
本
興
寺
　
殿

　
〃
　
　
鎌
倉
市
　
　
　
建
長
寺
　
殿

　
〃
　
　
鎌
倉
市
　
　
　
円
覚
寺
　
殿

　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
本
覚
寺
　
殿

　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
妙
本
寺
　
殿

　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
光
明
寺
　
殿

　
〃
　
　
藤
沢
市
　
　
　
清
浄
光
寺
殿

　
〃
　
　
鎌
倉
市
　
　
　
長
谷
寺
　
殿

二
万
円
　
中
区
　
　
　
　
西
有
寺
　
殿

　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
大
圓
寺
　
殿

　
〃
　
　
西
区
　
　
　
　
勧
行
寺
　
殿

　
〃
　
　
小
田
原
市
　
　
圓
福
寺
　
殿

　
〃
　
　
金
沢
区
　
　
　
龍
華
寺
　
殿

　
〃
　
　
藤
沢
市
　
　
　
龍
口
寺
　
殿

二
万
円
　
南
区
　
　
　
　
光
明
寺
　
殿

　
〃
　
　
宮
前
区
　
　
　
泉
福
寺
　
殿

　
〃
　
　
港
北
区
　
　
　
金
藏
寺
　
殿

　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
雲
松
院
　
殿

　
〃
　
　
中
区
　
　
　
　
妙
香
寺
　
殿

　
〃
　
　
横
須
賀
市
　
　
良
長
院
　
殿

　
〃
　
　
金
沢
区
　
　
　
東
光
禅
寺
殿

　
〃
　
　
西
区
　
　
　
　
林
光
寺
　
殿

　
〃
　
　
西
区
　
　
　
　
願
成
寺
　
殿

　
〃
　
　
都
筑
区
　
　
　
福
聚
院
　
殿

　
〃
　
　
神
奈
川
区
　
　
金
蔵
院
　
殿

　
〃
　
　
磯
子
区
　
　
　
金
蔵
院
　
殿

　
〃
　
　
藤
沢
市
　
　
　
宗
賢
院
　
殿

　
〃
　
　
横
須
賀
市
　
　
東
光
寺
　
殿

　
〃
　
　
西
区
　
　
　
　
延
命
院
　
殿

　
〃
　
　
中
区
　
　
　
　
多
聞
院
　
殿

　
〃
　
　
南
区
　
　
　
　
天
池
庵
　
殿

　
〃
　
　
都
筑
区
　
　
　
宗
忠
寺
　
殿

　
〃
　
　
南
区
　
　
　
　
新
善
光
寺
殿

　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
増
徳
院
　
殿

　
〃
　
　
栄
区
　
　
　
　
般
若
院
　
殿

　
〃
　
　
中
区
　
　
　
　
蓮
光
寺
　
殿

　
〃
　
　
南
区
　
　
　
　
大
光
院
　
殿

　
〃
　
　
川
崎
区
　
　
　
醫
王
寺
　
殿

　
〃
　
　
保
土
ヶ
谷
区
　
福
聚
寺
　
殿

　
〃
　
　
南
区
　
　
　
　
玉
泉
寺
　
殿

　

役
員
名
簿

総
　
　
裁
　
　
　
石
　
附
　
周
　
行

常
任
顧
問
　
　
　
本
　
間
　
孝
　
康

〃
　
　

都
　
築
　
哲
　
信

〃
　
　

木
　
内
　
雍
　
明

〃
　
　

和
　
田
　
大
　
雅

会
　
　
長
　
　
　
佐
　
藤
　
功
　
岳

副
会
長

　
菅
　
原
　
節
　
生

〃
　
　

山
　
本
　
昭
　
弘

〃
　
　

阿
　
川
　
文
　
叡

〃
　
　

鈴
　
木
　
嘉
　
昭

常
務
理
事
　
　
　
友
　
繁
　
照
　
純

〃
　
　

中
　
島
　
輝
　
昌

〃
　
　

本
　
多
　
康
　
興

〃
　
　

三
　
浦
　
公
　
正

〃
　
　

守
　
長
　
尚
　
文

〃
　
　

須
　
藤
　
大
　
惠

〃
　
　

善
　
浪
　
裕
　
勝

〃
　
　

安
　
藤
　
佑
　
真

〃
　
　

鹿
　
野
　
融
　
完

〃
　
　

佐
　
藤
　
浩
　
之

〃
　
　

吉
　
田
　
顕
　
嶺

〃
　
　

柴
　
田
　
哲
　
彦

〃
　
　

片
　
岡
　
秀
　
明

〃
　
　

宮
　
本
　
恵
　
信

〃
　
　

吉
　
川
　
道
　
源

〃
　
　

武
　
井
　
定
　
光

監
　
　
事
　
　
　
吉
　
水
　
智
　
栄

〃
　
　

宮
　
山
　
光
　
男

事
務
局
長
　
　
　
横
　
溝
　
常
　
之

会
　
　
計
　
　
　
西
　
山
　
修
　
浩

事
務
次
長
　
　
　
大
　
森
　
太
　
朗

事
務
局
　
　
　
大
　
橋
　
雄
　
人

〃
　
　

豊
　
田
　
眞
　
彰

〃
　
　

和
　
田
　
弘
　
雅

〃
　
　

原
　
　
　
宗
　
久

〃
　
　

村
　
上
　
公
　
一

〃
　
　

菊
　
池
　
重
　
忠

　

賛
助
寺
院
芳
名
録

特
別
会
費

　（
令
和
六
年
度
分
・
順
不
同
）

《
訃
報
》

　
常
任
顧
問

　
圓
福
寺
住
職
　
木
内
雍
明
師

　
令
和
七
年
七
月
十
七
日

　
　
　
世
寿
九
十
一
歳
に
て
遷
化

【
事
務
局
】
寶
泉
寺
・
横
溝　

常
之

　

電　

話
○
四
五（
五
二
一
）四
〇
五
八

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
四
五（
五
二
一
）四
〇
五
九

●
編
集
後
記
●

　『
佛
教
神
奈
川
』
第
80
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。
誌
面
に
も
掲
載
い
た
し
ま

し
た
が
、
寺
院
を
狙
っ
た
窃
盗
が
全
国

的
に
増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　
本
年
初
め
に
も
全
日
本
仏
教
会
を
通

じ
て
高
尾
警
察
署
か
ら
各
宗
派
に
窃
盗

事
件
に
か
か
る
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
お
寺
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
お
参
り

さ
れ
ま
す
が
、
お
迎
え
の
心
を
持
ち
つ

つ
、
防
犯
意
識
を
新
た
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
お
も
い
ま
す
。

　（
編
集
担
当
　
大
橋
雄
人
）




